
病児・病後児保育室 おひさまハウスの事業内容をご
紹介ください。
野々村さん：
子育て支援の一環として、病気中であったり病気の回復期にある子ど
もを、仕事などの都合で看護できない保護者の代わりに一時的に預
かっています。対象は、飯島町を含む近隣の駒ケ根市や宮田村など、1
歳から小学校6年生までの子どもたちです。施設の収容定員は1日5名
で、1人の子どもに対して1人の保育スタッフが付き、ケアを行います。

保育スタッフは、看護師や保育士等の資格を持つ6名です。

なお、2022年5月に私と飯島町教育委員会の下平さんなどが中心と
なって設立して以来、おひさまハウスの利用者数は、令和4年364名、
令和5年8月時点で244名に上ります。

LINE WORKSを導入した経緯を教えてください。
下平さん：
2021年秋頃、人手不足が予想される中で業務の効率化が必要という
課題意識から、保育施設開設の準備段階からLINE WORKSのフリー
プランを導入しました。LINE WORKSは、すでに利用したことがあっ
たため利便性は知っていたこと、LINEに操作感が似ているのでITが不
慣れな方でも難なく使えると思っていました。
準備段階ではLINE WORKSを主に保育スタッフどうしのコミュニケー
ションツールとして使用し、備品の整備や職員会議など、さまざまな項
目に関するグループを作成して情報共有や共同作業を行いました。

施設運営にLINE WORKSを取り込むことは最初から決めていたた
め、スタッフを募集する段階で、応募してきたスタッフに対して「LINE 
WORKSを使用します」と伝えていました。

病児・病後児保育室 おひさまハウス
少人数の保育スタッフで効率的な施設運営を実現。さらにLINE WORKSと
kintone連携による施設予約システムを構築し、保護者の負担も軽減させました。

医療・福祉・介護

長野県上伊那郡飯島町にある「おひさまハウス」は、2022年5月に開設された病児・病後児の保育施
設です。人手不足に対処するため、施設の立ち上げ段階からLINE WORKSのフリープランを活用し、
保育スタッフ間の迅速なコミュニケーションを確立しました。また、kintoneと連携させ、施設予約を
簡便に行うチャットBotを構築。保育施設の開設後には、保護者にもLINE WORKSのアカウントを配
布し、予約から受付までがスムーズに行えるようになり、スタッフと保護者の負担軽減につながってい
ます。

目的・効果
電話・メールの削減｜｜従業員間の連絡
グループウェア｜｜業務の見える化
FAX削減・ペーパーレス｜｜業務自動化・Bot
連携ツール｜｜スマートフォン活用
導入のしやすさ　

主な活用機能

トーク 掲示板 Bot
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LINE WORKSの具体的な活用方法および導入効果を
教えてください。
伊藤さん：
目的ごとに複数のトークグループを作成し、コミュニケーションを取っ
ています。例えば、日々の情報交換には「スタッフ」グループを、SNS
で施設の情報を発信する投稿内容を共有するには「SNS関係」グルー
プを、そして併設する「のどかクリニック」と連絡を取り合うためのグ
ループや、町との連絡共有の「町との連絡G」などがあります。

準備段階から、グループトークを通じてコミュニケーションを取ってい
ましたので、グループトークは電話やメールに比べてスタッフ全員から
早くレスポンスを得られるという利点があります。とくに準備期間はコ
ロナ禍と重なり、LINE WORKSがなければコミュニケーション面でか
なり苦労したことでしょう。

野々村さん：
掲示板には施設の満室情報だけでなく、防災訓練のお知らせや子ども
たちの作品の紹介など、さまざまなお知らせをSNSのような感覚でス
タッフ自ら自由に発信しています。時折、私自身の病児・病後児保育に
対する思いを投稿することもあります。

チャットBotを活用した施設予約システムを構築し、
保護者の予約受付を効率化されていると伺いました。
背景をお聞かせください。
下平さん：
2023年5月からは、病児・病後児保育室の予約受付業務を効率化
させることを目的に、業務改善プラットフォーム「kintone（キントー
ン）」と連携し、LINE WORKSのチャットBotで施設の仮予約をでき
るシステムを構築しました。そのため、仮予約を行う保護者にもLINE 
WORKSアカウントを提供しています。

子どもの体調不良は予期しないものであるため、朝に予約の電話が殺
到しがちで、保護者は電話がつながるまで待たなければならないこと
が挙げられます。一方、保育スタッフは、施設側で当日の受け入れ人数
が確定するまで、出勤するかどうか待機しなければなりません。このこ
とが病児・病後児保育室の課題となっていました。

これらの課題を解決するために、保護者と保育スタッフの双方にとって
便利でスムーズな予約受付手続きを提供するため、チャットBotを取り
入れたいと考えました。

予約から施設を利用するまでは、どのような流れに
なっているのでしょうか？
下平さん：
流れとしては、まず施設を利用したい保護者が、掲示板の満室情報か
ら希望日時が利用可能か確認し、その後、LINE WORKSの「おひさま
ハウス予約受付bot」から対話形式で仮予約手続きを進めます。仮予
約が完了すると、この情報はkintoneを通じて保育スタッフメンバーが
入っているグループに自動送信されます。保育スタッフは仮予約情報を
確認し、保護者に電話をかけて予約を確定させます。
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全体や医師、保育スタッフどうしなどのタイムリーなやり取りはグループトークで完結

職種・役職問わず、スタッフであれば誰でも掲示板で発信できる
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LINE WORKSを活用した予約システムの効果や、保
護者からの反応を教えてください。
下平さん：
スモールスタートで始めた取り組みのため、保護者に提供したLINE 
WORKSアカウント数は多くはありませんが、電話でのやり取りを削減
するなど、業務の効率化に大きなメリットをもたらしています。

また、仮予約情報の通知は保育スタッフのグループに届くので、出勤の
可能性が事前に分かるようになり、当日直前になってスタッフを確保
する手間が削減されました。なお、待機スタッフに連絡する際にも、グ
ループトークを活用しています。

伊藤さん：
「手続きが楽で便利ですね」と保護者に好評です。一度チャットBotで
の予約手続きを行った保護者の多くが、継続してチャットBotを介して
仮予約を行っています。

LINE WORKSの利用にあたり、ルールは設けていま
すか。
下平さん：
保護者にもアカウントを提供しているため、利用者同士やスタッフに直
接トークしないように控えてもらっていますが、掲示板については、内
容は限定公開の設定にせず、すべて閲覧できるようにしています。これ
は、保護者にも施設のことをもっと知っていただきたいという野々村先
生の思いに基づいています。

保護者はチャットBotと対話をしながら、迅速に仮予約手続きを進められる

仮予約完了後、仮予約の情報リンクがスタッフのグループに届く
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今後の病児・病後児保育室について展望をお聞かせく
ださい。
下平さん：
現在、病児・病後児保育室の需要は高まっていますが、施設供給が追
いついていない現状があります。一方、単一施設のキャパシティを増や
すことは難しい。それで長野県では地域ごとではなく、山梨方式として
知られる広域での病児・病後児保育の利用促進を望んでいます。その
際にも、各地の施設がLINE WORKSを活用すれば、迅速な情報共有
が可能になり、効果的な体制を構築できるでしょう。

※掲載している内容、所属やお役職は取材を実施した2023年9月当時のものです。

https://www.youtube.com/channel/UCjWj1hW5UlsEzf1YZ8zAGcQ
https://twitter.com/lineworks_jp?ref_src=twsrc%5Etfw&ref_url=https%3A%2F%2Fline.worksmobile.com%2Fjp%2Fblog
https://www.facebook.com/worksmobilejapan/
https://line.worksmobile.com/



